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使用方法

■練混ぜ方法（例）

注1）太平洋ハイジェクター                    を1袋につき、20～30秒かけて徐々に投入して下さい。
注2）一度に材料を投入すると、練り残しが発生し、所定のコンシステンシー（JP漏斗流下時間）
　      が得られない場合がありますので注意して下さい。
注3）練上り後のコンシステンシー（JP漏斗流下時間）が3.5～6.0秒の範囲であることを確認して下さい。

特性例

水材料比とJP漏斗流下時間の関係例
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1）供試体成型後、直ちに上面をラップ等で覆い水分の蒸発を防いで下さい。本製品は高強度となることから、供試体のキャッピングは研磨として下さい。
供試体の端面処理方法や養生方法（乾燥条件等）によって所定の強度結果が得られない場合がありますのでご留意下さい。

2）水材料比の上限値は環境温度により変化する。表の環境温度の間については、按分して算出する。
3）左側は推奨範囲、右側（括弧内）は使用可能範囲を示す。
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特性例

推定水材料比
（％）

水材料比
（％）

真密度
（g/cm3）

3.07

塩化物イオン量
（kg/m3）

試験温度
（℃）

0.1733620

JSCE-F531に準ずる。
JSCE-F532に準ずる。
JSCE-G531に準ずる。
JIS R 5201に準ずる。
JASS 5T-502に準ずる。但し、測定はグラウトを加圧し
て抽出した溶液で測定した。
JIS A 1171に準ずる。
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試験項目 試験方法 判定基準 試験値

材料分離抵抗性
ブリーディング水の移動現象、

ブリーディング跡が認められない
左記認められず

－0.25％

  3時間後 0.0％
24時間後 0.0％

体積変化率

ブリーディング率

傾斜管試験

JSCE-F 534

鉛直管試験

JSCE-F 535

0.3％ 以下
24時間後 0.0％

－0.5～0.5％

（約1.5～2分）

かく拌しながら 練混ぜ

試験温度
（℃）

水材料比
（%）

ブリーディング率
（%）

JP漏斗流下時間
（秒）

水材料比（%）圧縮強度  （N/mm2）

単位容積質量試験
の規格値

推奨範囲および
使用可能範囲7日 28日

荷姿　25kg/袋

2）3） 2）

JP漏斗流下時間：
ブリーディング率：
圧 縮 強 度 ：
真 密 度 ：
塩化物イオン量：

単位容積質量：

材料投入水計量

1）

単位容積質量
（kg/ ）
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●本製品の仕様は予告なしに変更することがありますのでご了承
願います。

●本カタログに記載された事項は、弊社の実験結果に基づくもの
でありますが、各種条件により実際の現場結果を確実に保証す
るものではありません。

使用上の留意事項
①本製品は十分な流動性を有していますので、単位水量が過大にならないように注意して下さい。
②本製品はセメントと同様に吸湿性がありますので、できるだけ乾燥した場所で保管して下さい。いったん開封したものは、その日のうちにご使用下さい。
③練混ぜは必ず高速グラウトミキサまたは高速ハンドミキサを使用して下さい。但し、アルミ製の攪拌羽根の付いたミキサは使用しないで下さい。
　攪拌羽根から磨耗されたアルミがグラウトに混入し、グラウトが異常膨張することがあります。
④ 外気温度、水温、その他現場環境等により、目標とするコンシステンシーを得るための水量が若干増減する場合があります。このため、使用に際しては事前
に試験練りを実施し「水材料比」の調整を行って下さい。
⑤ 本製品をカタログに記載されている水材料比の範囲外で使用しないで下さい。範囲外で使用した場合、流動性および体積変化率の確保等の品質確保が 
困難となる場合があります。
⑥ 本製品の投入は1袋あたり20～30秒かけて徐々に行って下さい。急激に材料を投入すると練りダマ等が発生し、目標とする各物性が得られない場合があります。
⑦ 注入時にポンプを使用する際には、正常なグラウトがホース筒先から排出されるのを確認した後に、充てんを開始して下さい。先通し水等、練混ぜ水以外の
余分な水を誤って混入しない様に注意して下さい。
⑧ 練上り温度が5～35℃の範囲として下さい。夏場の高温環境下での施工については、材料を直射日光の当たらない場所に保管すると共に、環境に応じてあ
らかじめ冷却した練混ぜ水を使用して下さい。冬場の低温環境下での施工については、材料を屋内やシート養生を施し保管し、環境に応じてあらかじめ温め
た練混ぜ水を使用し、練上り温度がなるべく5℃以上となるようにして下さい。
⑨ 圧縮強度供試体を作成する場合、成型後直ちに上面をラップ等で覆い水分の蒸発を防いで下さい。供試体のキャッピングは研磨として下さい。やむを得ず、ペー
ストキャッピングを行う場合、供試体の強度と同程度となるペーストでキャッピングを実施して下さい。供試体の端面処理方法や養生方法（乾燥条件等）によっ
て所定の強度結果が得られない場合がありますのでご留意下さい。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
安全上の注意事項 

本製品はカタログに記載されている方法でご使用下さい。
● 本製品はセメントと同様にアルカリ性を示します。使用の際は、眼・鼻・皮膚および衣類に触れぬよう保護具（ゴム手袋、保護眼鏡、マスク等）を着用
の上ご使用下さい。
● 誤って眼に入った場合は、直ちに清水で十分洗浄した後、医師の治療を受けて下さい。皮膚に付着すると肌荒れを起こすことがありますので、直ちに水 
洗いして下さい。作業後は手洗い、うがいをして下さい。
●本製品および施工後の洗浄水等は、海・河川・下水道等への廃棄はしないで下さい。

〒114-0014  東京都北区田端6-1-1  田端ASUKAタワー15階　103-5832-5217

URL  http://www.taiheiyo-m.co.jp

営業本部　機能性材料営業部

海外営業部  〒114-0014 東京都北区田端6-1-1  田端ASUKAタワー15階 103-5832-5226

北海道支店 〒060-0004 北海道札幌市中央区北4条西5-1-3  日本生命北門館ビル 1011-221-5855

東 北 支 店 〒980-0804 宮城県仙台市青葉区大町1-1-1  大同生命仙台青葉ビル 1022-221-4511

北東北営業所 〒020-0034 岩手県盛岡市盛岡駅前通16-15  保科済生堂ビル2F 1019-908-2400

東 京 支 社 〒114-0014 東京都北区田端6-1-1  田端ASUKAタワー16階 103-5832-5242

中 部 支 店 〒453-0801 愛知県名古屋市中村区太閤3-1-18  名古屋KSビル 1052-452-7141

北陸営業所 〒920-0919 石川県金沢市南町5-20  中屋三井ビルディング 1076-234-1670

静岡営業所 〒422-8062 静岡県静岡市駿河区稲川2-2-1 セキスイハイムビルディング8C  1054-685-8333

関 西 支 店 〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島4-3-2  類ビル 106-7668-6001

中 国 支 店 〒732-0828 広島県広島市南区京橋町1-23  三井生命広島駅前ビル 1082-261-7191

四 国 支 店 〒760-0050 香川県高松市亀井町7-15  セントラルビル  1087-833-5758

九 州 支 店 〒810-0001 福岡県福岡市中央区天神4-2-31  第2サンビル 1092-781-5331

鹿児島営業所 〒890-0052 鹿児島県鹿児島市上之園町24-2  第12川北ビルBOIS鹿児島 1099-812-7131

沖縄営業所 〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地2-22-10  那覇第一生命ビルディング 1098-867-9663


